
Q1: 5月の取り組み内容

Q2: 2023年2月からの取組規模の変化

Q3: テレワークと時差出勤について

Q4: 従業員の出勤割合

Q5: 従業員の出勤時刻

Q6: テレワーク、時差出勤の取組規模

Q7: 今後の出勤に対する取組

Q8: どのような取組を拡大、縮小するか、またその理由

第１回n=1,640
9月（調査期間：9/14～9/26）
Q1: 8月の取り組み内容

Q2: 2023年5月からの取組規模の変化

Q3: テレワークと時差出勤について

Q4: 従業員の出勤割合

Q5: 従業員の出勤時刻

Q6, Q7: スムーズビズPR動画・オフピーク通勤の新ポスター

Q8, Q9: 活用している通勤方法・混雑具合（鉄道利用者）

Q10: 物流の効率化について

第２回n=1,621

1月（調査期間：1/9～1/26） 第３回n=1,362

＊赤字は各回に共通する設問 1

・各調査項目

5月（調査期間：6/1～6/12）

■企業の出勤状況調査の実施概要
目 的：時差Biz登録企業等の出勤状況を定期的に調査し、取組の実施状況等の傾向を把握する。
調査対象：スムーズビズ・時差Biz登録企業、2020TDM推進PJ登録企業（約57,000社）

＋過去に実施したアンケートへの回答企業等
調査方法：WEBアンケート（最大10問程度） 調査期間：2022年4月から2023年3月まで（概ね四半期ごと）

Q1: 12月の取り組み内容

Q2: 2023年8月からの取組規模の変化

Q3: テレワークと時差出勤について

Q4: 従業員の出勤割合

Q5: 従業員の出勤時刻

Q6,Q7: 活用している通勤方法・混雑具合（鉄道利用者）

Q8~Q10: 乗車時間と着席までの時間

３月（調査期間：3/1～3/15） 第４回n=1,209

Q1: 2月の取り組み内容

Q2: 2023年12月からの取組規模の変化

Q3: テレワークと時差出勤について

Q4: 従業員の出勤割合

Q5: 従業員の出勤時刻

Q6, Q7: スムーズビズPR動画・オフピーク通勤の新ポスター

Q8, Q9: 活用している通勤方法・混雑具合（鉄道利用者）

企業の出勤状況に対するアンケート調査について（2023年度年間まとめ）
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■回答企業のプロフィール（業種）
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●第一回調査(5月)
調査期間 6/1～6/12

●第二回調査(9月)
調査期間 10/21～11/27

●第三回調査(1月)
調査期間 1/9～1/26
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調査期間 3/1～3/15

回答者属性
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■回答企業のプロフィール（企業規模）
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回答企業の企業規模は全期間を通じて29人以下が最も多く、半数以上を占めた。
以下30～99人、99～299人、300人以上となる。

第一回調査n=1,640、第二回調査n=1,621、第三回調査n=1,362、第四回調査n=1,209
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■Q1：時差Biz・テレワークに関する取組の実施状況

「在宅勤務」「時差出勤」を実施した企業が多く、全体の傾向に大きな変化はない。
テレワークについては、半日単位または時間単位を実施する企業が増加している。

＊各回答の構成率を見るため回答総数を母数とした。第一回調査n=1,640、第二回調査n=1,621、第三回調査n=1,362、第四回調査n=1,209

・〇月に貴社が実施した取組内容をお伺いします。（複数回答）
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■Q2：テレワーク・時差出勤の取組規模の変化

時差出勤テレワーク

・〇月と比較した●月の取組規模の変化をお伺いします。

5第一回調査n=1,640、第二回調査n=1,621、第三回調査n=1,362、第四回調査n=1,209

「引き続き、先月と同程度で実施した」の割合が一番多く、全体の傾向に大きな変化はない。
第二回調査以降、「取組規模を縮小した」回答の割合が減少し、「同程度で実施した」が増加傾向にある。
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■Q4：出社している従業員の割合

・貴社の従業員のうち、出社している従業員の割合についてお伺いします。

「8割以上が出勤している」との回答が毎回一番多く、全体の傾向に大きな変化はない。
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■Q5：最も出社人数が多い時間帯

・事業所全体で、最も従業員の出社する人数が多い時間帯をお伺いします。

全期間を通じて「8:30～8:59」「9:00～9:29」の割合が高く、「10:00以降」の割合が多い企業も一定数見られる。
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■Q6, 7:スムーズビズPR動画・オフピーク通勤の新ポスターの広報効果

・ポスター、動画などの制作物をご覧になりましたか？

・ポスター、動画などの制作物をどのメディアでご覧になりましたか？

第二回、第四回調査での設問
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入ください）
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■Q6, 7:スムーズビズPR動画・オフピーク通勤の新ポスターの広報効果

・ポスター、動画をご覧になって以降、スムーズビズに関連する変化があったか

第二回、第四回調査での設問

・制作物の認知率は昨年比（昨年2月実績18%）で上昇している。今年の夏と冬の間には、認知度に変化は無かった。
・夏、冬の広報共に、紙ポスターの認知度が高い傾向。
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動画をきっかけに、新たに再配達削減等の取

組を始めた

ポスターや動画をきっかけに、新たにオフピー

ク通勤の取組を始めた

動画をきっかけに、新たにテレワークの取組を

始めた

その他（下の空欄に、具体的な内容をご記入く

ださい）
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動画をきっかけに、新たに再配達削減等の取

組を始めた

ポスターや動画をきっかけに、オフピーク通勤

について同僚や上司、部下等と会話をした

その他（下の空欄に、具体的な内容をご記入く

ださい）

夏


